
別紙様式１　事業計画

平成31年度生活基盤施設耐震化等事業計画
山梨県内における水道施設の強靱化の推進

　　計画の成果目標（定量的指標）

南アルプス市水道事業における老朽管路更新及び管路の経年化率の減少（H29年度末：0%　→　H36年度末：100%）
東部地域広域企業団における重要施設に接続する管路の耐震適合率の向上（H31年度末：6.5%　→　H34年度末：17.1%）

Ａ　水道施設等耐震化事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別 H29 H30 H31 H32 H33 H34

水道 一般 南アルプス市 水道管路緊急改善事業 1,067,403

水道 一般 東部地域広域水道企業団 上野原高区・中区配水池緊急遮断弁設置事業 76,860

合計 1,144,263

Ｂ　水道事業運営基盤強化推進等事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

Ｃ　官民連携等基盤強化支援事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

東部地域広域水道事業の耐震時の強靱性（％）：耐震適合性のある管路による給水を受ける重要施設数／総重要施設数 6.5%
17.1%

（H34年度末）

（H31年度当初）

事業者 事業名 事業内容 市町村名

事業主体 事業名 事業内容 市町村名

緊急遮断弁設置 上野原市

交付対象事業

事業主体 備考

備考

備考
全体事業費

（千円）

全体事業費
（千円）

0千円 Ｃ 0千円

事業内容 市町村名
全体事業費
（千円）事業名

老朽管更新 南アルプス市

全体事業費
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

1,144,263千円 Ａ 1,144,263千円 Ｂ

水道施設の老朽化した管路を更新し耐震化を進めることにより災害に強いまちづくりを図る。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の名称

計画の期間 　　　　平成３０年度　～　平成３４年度　（５年間） 交付対象 南アルプス市、東部地域広域水道企業団

計画の目標

南アルプス市老朽管路更新事業事業耐震化率（％）：耐震適合性のある管路／基幹管路の総延長 0%
100%

（H36年度末）


